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悩みにとどまらず､教師 ･友人 ･親との関わ りに
ついても悩みの強いことが兄い出された｡さらに､
悩みの構造を因子分析により検討したところ､学









































いては､佐治 ･石郷岡 .上里 (1977)を参考にし
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変動因 平方和 df 平均平方
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第 1 回ミ-ティング 郡 2 回ミ-テ4-/グ 耶 3 回i-i_I-/7 x2
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TABLE4 参加メンバ かーらフアシリテー クー
-の発言率
考l1 回ミー ティング 第 2 回ミー ティング 約 3 回i-テ一ソグ x2
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変動因 平方和 df 平均平方 F
合宿日数 2298.111 2 1149.056 12.(泊*
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